特定非営利活動法人ガチャバンともに生きる会

２００９年度事業計画
　　　　　　2009年4月から2010年3月まで
１．事業実施の方針
はじめに
　　法人が発足して足かけ4年がたちました。振り返ってみるに、体制作りを確実に積み上げてきた4年間ではありました。しかし、まだまだ将来を見通す法人の運営についてはしっかりした体制はつくり得ていません。仲間たち一人ひとりの生活を支える介助支援体制と法人全体の活動を担う体制と、車の両輪として進めていく必要があります。私たちガチャバンは発足して30年近くの歴史があります。子どもたちを分けないで！どの子も地域の学校で分け隔てなく！と【共生共育】活動の中から生まれ、仲間たちの成長とともに「ともに地域で生きる」運動に発展していきました。
　「障害」を持つ人たちが介助を受けながら当たり前に地域で生きるというそのことのなかに、社会の差別や、排除する仕組みを変え、誰もが生きられる社会につくり変えていく力があり、介助という行為を通して私たちスタッフもまたそのような運動に連なっていけるのだと思います。その意味でわたしたちの運動は介助支援という枠にとどまりません。そのようなガチャバンの原点を忘れず歩んでいきたいと考えています。

　ガチャバンは、20数年前、世田谷の「障害者」とともに「公的介助保障を要求する世田谷連絡会（介助連）」を立ち上げ、「必要な人に必要な介助保障を！24時間公的保障を！」と対区交渉を通して運動を続けてきました。また、国レベルでも全国各地の仲間たちとともに「怒っているぞ！障害者切り捨て・全国ネットワーク」を結成し、現行自立支援法を廃止し公的介助保障制度の確立を求めて行動してきました。このような活動を通して、世田谷、全国レベルを問わず多くのつながりができ、私たちの有形無形の財産になっています。今後とも一層「障害者」が地域で生きる道を切り開くための運動を継続していきます。
（１）ＮＰＯの管理運営
　　　ガチャバンの運営を、法人以後に担い手になった新しい世代に引き継いでいく、そのようなことをさらに一層進めていくことに引き続き取り組んでいきます。これまでは介助活動の中で一定の責任を持ってもらい、各事務分野を担当してもらうという段階でしたが、もう一歩すすめて責任分担をはっきりさせていきたいと考えています。一個人に集中してきた分野にもバックアップ体制が必要です。これらは1年単位での見直しとはいかないところですが着実に進めていきます。
（２）地域生活支援事業
1．生活支援責任者を中心に介助支援の充実や徹底
２．ガチャバン講座研修や、資格研修を通じた介助スタッフの力量の向上
３．自立生活をする仲間への法定後見制度活用の具体的検討

あたりまえのことですが、仲間たちは毎日毎日変わらぬ生活が続いているようでも、いろんな事が起こり、年とともに生活スタイルも体調面も少しずつ変化して行きます。それらにしっかり対応していけるような力をつけ、日替わりで入る介助者が統一したやり方で介助ができるような体制をさらに進めていきます。介助を受けるということはそれ自体精神的にも大きな負担がかかるものです。すこしでも穏やかな気持ちで安心して介助を受けてもらえるようにしていくのが私たちの務めです。

月2回生活支援責任者、常勤介助者を中心にして［支援者会議］を行っています。講座や研修参加支援者会議などを通じて介助者の力量をつけ、きめ細かな支援を心掛けていきます。また、今後の中長期的なことを考えたとき、後見人問題が避けられません。後見制度活用について具体的検討に入ります。
（３）就労支援事業
　いっしょに働く仲間Ｏさんは週3回の通所と2回のガチャバン活動（カンパニー活動と自然食品の宅配）へ参加しています。いろいろな意味で一段と主体性が出てきています。通所だけではない活動の場は彼にとって貴重な存在となっているように思われます。

（４）「土曜の会」（地域交流活動事業）
　土曜の会は、ガチャバンがガチャバンたる所以の「出会い」の場です。みんなが垣根を取り払い、共に食事作りを楽しんだり、いろんな企画をしたりして、ガチャバン発足以来途切れることなく続けてきました。仲間たちの日ごろの生活はみんなそれぞれで、なかなか出会うことはありません。この土曜の会が、みんなが顔を合わせることができる場です。地元の人たちや子ども達、ガチャバンをまわりで支える人たちとの出会いや交流の場を積極的に作り、楽しい場にしていきたいと思います。
皆さん遊びに来てください。

（５）ガチャバンカンパニー活動
　地域交流の一つとしてバザーを行ったり、古切手の整理をしたりしています。地元の方がボランティアさんとして毎回参加してくださっています。ありがたいことです。今年はもう少し工夫を凝らし参加者を増やしていきます。なんとか活性化していきたいのですが。

（６）人権擁護、意識啓発事業
　今年も地に足をつけた形での活動を地道におこなっていきます。講座、自主研修などを企画していきます。また、隔月の定期通信（あっけら）を発行して活動報告をおこない、「障害者」の諸問題について広報をおこなっていきます。昨年計画したホームページの立ち上げも、今年こそ立ち上げます。
【事業推進体制】
役員（理事）　　　　酒井弘道、　　宮崎一、　　佐野さよ子、　　鷹林茂男、　　村上八重子
新事務局体制
・｢全体責任｣・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・酒井(宮崎)
・「会計」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・酒井(十川)
・｢ＮＰＯ事務庶務責任者｣・・・・・・・・・・・・・・・・・酒井
・「基準該当事業所」
ヘルパー派遣責任者・・・・・・・・・・・酒井　　

　　事業費請求、介助者シフト作成、コーディネート・・・宮原、（酒井）
・「土曜の会担当」・・・・・・・・・・・・・・・・・池田、（酒井）
・「木曜の会担当」(地域交流)・・・・・・・・酒井、（佐野）
・「人権擁護、意識啓発」・・・・・・・・・・・・鷹林、(佐野)
・「広報」(あっけら)・・・・・・・・・・・・・・・・・ 酒井
・「利用者の生活支援責任者」・・・・・・・・全体責任：加藤

各利用者担当：田中、西村、宮原、佐野
・｢宅配担当｣・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・酒井、大口
・「他団体との連携・介助連等」・・・・・・・酒井、鷹林

みんなで支え、みんなで作り上げ、ともに地域で生きる道をきりひらいていきましょう。

